
平 成 ２ ６ 年 度 行 財 政 運 営 方 針 に つ い て  

 

 

 私 が 市 長 に 就 任 し て か ら ２ 期 目 を 迎 え る 。 １ 期 目 で は ， 持 続 可

能 な 行 財 政 運 営 の 構 築 を 目 指 し ， 債 務 残 高 の 大 幅 な 縮 減 や ， 事 業

の ゼ ロ ベ ー ス の 見 直 し な ど に 積 極 的 に 取 り 組 み ， 財 政 再 建 に 努 め

て き た 。  

ま た ， 市 民 が 安 心 し て 子 ど も を 産 み 育 て ら れ る ま ち 並 び に 市 民

の 安 全 ・ 安 心 の 確 保 を 目 指 し ， 様 々 な 施 策 に 重 点 的 に 取 り 組 む 一

方 で ， 市 民 公 益 活 動 促 進 基 金 の 創 設 や ,か し わ 市 民 大 学 を ス タ ー ト

さ せ ， 市 民 と の 協 働 に も 注 力 し て き た 。  

 平 成 ２ ６ 年 度 は ， 私 が 決 意 表 明 し て い る 「 選 ば れ る 街 ， 柏 」 を

目 指 し ， 「 将 来 の 本 市 の た め に 優 先 的 に や る べ き こ と 」 と ， 「 将

来 の 子 ど も た ち に 負 担 を 残 さ な い 財 政 運 営 」 の 両 面 を 意 識 し た う

え で ， 成 長 時 代 か ら 成 熟 時 代 へ の 転 換 期 に 適 応 し た 市 政 運 営 を ，

ス ピ ー ド 感 を 持 っ て 取 り 組 ん で い く こ と と す る 。  

 ま た ， こ れ ま で 取 り 組 ん で き た 子 育 て 支 援 策 ， 市 民 の 安 全 ・ 安

心 対 策 に つ い て は ， さ ら に 充 実 し た も の と す る と と も に ， 平 成 ２

６ 年 度 予 算 編 成 に お い て は ， 企 業 ， 市 民 と 協 力 し た ， ま ち の 活 力

と 賑 わ い の 創 出 策 ， 豊 か な 自 然 環 境 の 活 用 策 に つ い て も ， 積 極 的

に 取 り 組 ん で い く こ と と す る 。  

 平 成 ２ ６ 年 度 に お い て も ， 財 政 的 ， 人 的 制 約 等 ， 厳 し い 状 況 が

見 込 ま れ る が ， 事 業 の 優 先 性 を 見 極 め る と と も に ， 事 務 事 業 の 見

直 し 等 に よ る 行 財 政 改 革 へ の 取 組 を 推 進 し な が ら ， 次 に 掲 げ た 方

針 に 沿 っ て 積 極 的 に 対 応 さ れ た い 。  



Ⅰ  施 策 推 進 方 針  

 

１  本 市 を 取 り 巻 く 環 境  

急 速 に 進 展 す る 少 子 高 齢 化 の 影 響 に よ り 全 国 的 に 人 口 が 減 少

す る な か ， 本 市 人 口 に つ い て も ， 人 口 の 伸 び 悩 み が 今 後 見 込 ま

れ る と と も に ， 市 税 収 入 に あ っ て も 大 幅 な 回 復 が 見 込 め な い 中

で ， 扶 助 費 を は じ め 社 会 保 障 関 係 費 や 公 共 施 設 等 の 老 朽 化 対 策

に よ る 財 政 需 要 の 増 加 が 見 込 ま れ ， 依 然 と し て 厳 し い 財 政 状 況

が 続 く こ と が 想 定 さ れ る 。  

将 来 に わ た っ て 持 続 可 能 な 行 財 政 運 営 を 行 っ て い く た め に は ，

こ の こ と を 十 分 踏 ま え ， 限 ら れ た 財 源 の 中 で 重 要 性 や 優 先 度 に

応 じ た 施 策 選 択 が 大 変 重 要 で あ る こ と か ら ， 優 先 す る 施 策 を 明

確 に し ， 予 算 編 成 へ と 連 動 さ せ る た め の 取 組 を 継 続 し ， 施 策 を

推 進 し て い く こ と と す る 。  

 

２  次 年 度 に お け る 優 先 的 な 取 組  

平 成 ２ ６ 年 度 に お い て は ， 市 民 が 安 心 し て 子 育 て で き る 施 策

等 を 展 開 す る こ と に よ っ て ， 子 育 て 世 代 の 定 住 な ど に 結 び つ く

元 気 な 柏 を 形 成 し て い く と と も に ，「 市 民 が 安 全 ・ 安 心 に 暮 ら せ

る ま ち 」，「 産 業 に 活 気 が あ り 人 が 集 ま る ま ち 」 を 目 指 し ， 特 に

次 の 施 策 に つ い て 優 先 的 に 取 り 組 む こ と と す る 。  

【 優 先 的 な 取 組 】  

(1) 子 育 て 環 境 や 子 ど も の 学 習 環 境 の 充 実 （ 待 機 児 童 の 解 消 ，

サ ポ ー ト 教 員 等 の 充 実 等 ）  

(2) 安 心 し て 暮 ら せ る 仕 組 み づ く り （ 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の

強 化 ， 小 児 医 療 体 制 の 充 実 等 ）  

(3) 中 心 市 街 地 の 活 性 化 と 賑 わ い の 創 出 （ 中 心 市 街 地 活 性 化 基

本 計 画 の 推 進 ， 柏 駅 周 辺 活 性 化 支 援 等 ）  

(4) 柏 の 葉 地 区 の 先 進 的 な ま ち づ く り の 推 進 （ 柏 の 葉 国 際 キ ャ

ン パ ス タ ウ ン 構 想 の 推 進 等 ）  

(5) 手 賀 沼 の 豊 か な 自 然 環 境 を 活 か し た 市 民 の 憩 い の 場 の 創 出

（ 都 市 農 業 振 興 事 業 ， 都 市 観 光 振 興 事 業 の 推 進 等 ）  

 



３  長 期 的 な 課 題 に 対 す る 取 組  

  高 度 成 長 期 と い っ た 人 口 増 加 期 に 造 ら れ た 都 市 イ ン フ ラ や 公

共 施 設 の 多 く が 耐 用 年 限 を 迎 え つ つ あ り ， 老 朽 化 の 進 展 へ の 対

策 が 大 き な 課 題 と な っ て い る 。  

ま た ， 本 市 に お い て は 今 後 も 活 発 な ま ち づ く り 等 に 伴 う 温 室

効 果 ガ ス 排 出 量 の 増 加 が 見 込 ま れ る た め ， 本 年 度 改 訂 さ れ る 柏

市 地 球 温 暖 化 対 策 計 画 に 則 っ た 温 室 効 果 ガ ス 削 減 に 向 け た 対 策

も 求 め ら れ て い る 。  

  こ れ ら の 課 題 は い ず れ も 長 期 的 な 対 応 を 求 め ら れ る も の で あ

る が ， 次 年 度 以 降 ， 本 市 の 将 来 を 見 据 え ， 次 に 掲 げ る 長 期 的 な

課 題 に 対 す る 取 組 を ， 計 画 的 に 進 め て い く こ と と す る 。  

【 長 期 的 な 課 題 に 対 す る 取 組 】  

(1) 長 寿 命 化 計 画 等 に 則 っ た 都 市 イ ン フ ラ 等 の 老 朽 化 対 策  

(2) 柏 市 地 球 温 暖 化 対 策 計 画 の 改 訂 に 伴 う 各 種 施 策 の 推 進  

 



Ⅱ  予 算 編 成 方 針  

 

１  財 政 収 支 見 通 し  

平 成 ２ ６ 年 度 当 初 予 算 編 成 の 前 提 と な る 財 政 収 支 見 通 し は ，

歳 入 面 で は ， 市 税 を 中 心 と し た 一 般 財 源 の 伸 び が 見 込 め な い 中 ，

歳 出 面 で は ， 公 債 費 が 依 然 と し て 高 い 水 準 に あ る こ と に 加 え ，

扶 助 費 の 大 幅 な 増 加 や ， 公 共 施 設 の 老 朽 化 対 策 と 新 た な 都 市 基

盤 整 備 な ど の 財 政 需 要 が 見 込 ま れ る 厳 し い も の と な っ た 。  

こ れ ま で ど お り の 財 政 運 営 を 続 け た 場 合 ， 市 税 等 の 一 般 財 源

と 財 政 需 要 は 大 き く 乖 離 す る こ と が 見 込 ま れ る 。 本 来 ， 災 害 や

収 支 不 足 に 備 え て 積 み 立 て て い る 財 政 調 整 基 金 （ 現 在 残 高 約 １

１ ４ 億 円 ） を 取 り 崩 さ ざ る を 得 な い 状 況 に 陥 る と と も に ， 中 長

期 的 に も 更 に 収 支 不 足 が 拡 大 し ， 厳 し い 財 政 運 営 を 強 い ら れ る

こ と と な る 。  

歳 入                （ 単 位 ： 百 万 円 ・ ％ ）  

区 分  H25 
H26 

金 額  増 減 率  

市 税  61,453 61,906 0.7 

譲 与 税 ・ 交 付 金  5,115 6,915 35.2 

地 方 交 付 税  3,550 4,300 21.1 

国 ・ 県 支 出 金  21,322 21,912 2.8 

市 債  9,793 9,555 △ 2.4 

そ の 他  8,927 8,531 △ 4.4 

計  110,160 113,119 2.7 

歳 出  

区 分  H25 
H26 

金 額  増 減 率  

人 件 費  23,279 23,507 1.0 

扶 助 費  25,169 26,691 6.0 

公 債 費  13,487 12,758 △ 5.4 

普 通 建 設 事 業 費 等  10,013 11,214 12.0 

そ の 他  38,212 39,829 4.2 

計  110,160 113,999 3.5 

 

収 支  0 △ 880 - 



２  行 財 政 改 革 の 着 実 な 推 進  

柏 市 行 政 経 営 方 針 の 取 組 み を 着 実 に 推 進 し ， 平 成 ２ ６ 年 度 予

算 に 可 能 な 限 り 反 映 さ せ る こ と に よ り ， 今 後 と も 財 政 規 律 を 堅

持 し ， 将 来 を 見 据 え た 安 定 的 ・ 継 続 的 な 行 財 政 運 営 の 構 築 を 目

指 す こ と 。  

 

３  経 常 収 支 比 率  

経 常 収 支 比 率 に つ い て は ， 新 年 度 予 算 ベ ー ス で １ ０ ０ ％ 以 下

と す る こ と 。  

 

４  歳 入 の 確 保  

 歳 入 に つ い て は ， 企 業 誘 致 等 の 取 組 み ， 収 納 対 策 の 強 化 ， 受

益 者 負 担 の 適 正 化 ， 資 産 の 有 効 活 用 ， 未 利 用 地 の 売 却 等 に 積 極

的 に 取 り 組 む と と も に ， 新 た な 財 源 確 保 に 努 め る こ と 。  

 国 の 「 骨 太 方 針 」 に 基 づ く 経 済 財 政 政 策 に よ り ， 大 胆 な 施 策

の 見 直 し が 進 む こ と も 予 想 さ れ る 。 そ の 動 向 を 注 視 し ， 的 確 に

対 応 す る こ と 。  

 

５  事 業 の 見 直 し ・ 優 先 順 位 付 け  

事 務 事 業 を ゼ ロ ベ ー ス で 例 外 な く 見 直 し ， 必 要 性 ・ 効 果 を 十

分 検 討 す る と と も に ， 実 施 計 画 と の 整 合 性 を 図 り ， 事 業 の 優 先

順 位 を 明 確 に す る こ と 。 特 に ， 民 間 委 託 等 の 推 進 ， 公 共 施 設 の

有 効 活 用 と 老 朽 化 対 策 ， 補 助 金 の 見 直 し ， 社 会 保 障 の 見 直 し ，

特 別 会 計 繰 出 金 の 見 直 し 等 に 取 り 組 み ， 歳 出 の 抑 制 に 努 め る こ

と 。  

(1) 経 常 経 費  

社 会 保 障 経 費 な ど の 自 然 増 ， 公 共 施 設 等 の 老 朽 化 対 策 に よ

る 財 政 需 要 が 見 込 ま れ る こ と か ら 要 求 上 限 額 を 設 定 す る 。 単

に 前 年 度 実 績 に 対 す る マ イ ナ ス シ ー リ ン グ と せ ず ， ア ク シ ョ

ン プ ラ ン の 確 実 な 推 進 に 取 り 組 む と と も に ， さ ら な る 自 主 的

な 事 務 事 業 の 見 直 し を 図 る こ と 。  

(2) 政 策 的 経 費  

政 策 経 費 の 要 求 上 限 額 は ， 実 施 計 画 の 内 示 額 と す る 。  



な お ， 限 ら れ た 財 源 を 効 率 的 に 配 分 す る こ と か ら ， さ ら に

徹 底 し た 見 直 し を 図 る こ と 。  



Ⅲ  組 織 ・ 定 員 方 針  

 

 平 成 ２ ６ 年 度 の 組 織 ・ 定 員 に つ い て は ， 人 件 費 削 減 を 図 り な が

ら 実 施 計 画 事 業 や 諸 課 題 へ の 対 応 を 推 進 し て い く 必 要 が あ る こ と

か ら ， 次 の 点 な ど へ の 対 応 強 化 を 主 眼 と し て ， 組 織 の 見 直 し 及 び

定 員 配 分 等 の 検 討 を 進 め る も の と す る 。  

○  地 方 分 権 の 進 展 に 伴 う 基 礎 自 治 体 （ 中 核 市 ） と し て の 役 割

の 拡 大  

○  子 育 て 支 援 ， 超 高 齢 社 会 対 策 等 ， 喫 緊 の 行 政 課 題 へ の 対 応  

○  公 共 施 設 等 の 老 朽 化 へ の 対 応  

 

な お ， 柏 市 行 政 経 営 方 針 に 掲 げ る 推 進 項 目 を 踏 ま え ， 見 直 し 等

に あ た っ て の 基 本 的 な 考 え 方 を 次 の と お り と す る 。  

(1) 専 門 性 の 向 上 や 横 断 的 連 携 の 強 化 等 に よ る ， 必 要 最 低 限 の

人 員 で 効 果 的 ・ 効 率 的 に 業 務 を 遂 行 す る た め の 体 制 整 備  

(2) 事 務 事 業 の 徹 底 し た 優 先 順 位 付 け と ， メ リ ハ リ を つ け た 見

直 し （ 必 要 性 ， 費 用 対 効 果 等 に 関 す る 評 価 の 徹 底 と ， 優 先 順

位 に 基 づ く 重 点 化 ）  

(3) 事 務 事 業 の 運 営 方 法 や 実 施 主 体 な ど の 見 直 し を 含 め た ， 公

共 サ ー ビ ス に お け る 行 政 の 役 割 の あ り 方 の 見 直 し  

(4) 庁 内 分 権 ， 部 局 単 位 で の マ ネ ジ メ ン ト の 推 進  

(5) 人 件 費 削 減 へ 向 け た 定 員 の 適 正 化  

ア  行 (二 )退 職 者 不 補 充 の 継 続  

イ  行 (一 )退 職 者 補 充 抑 制 の 継 続  

ウ  再 任 用 職 員 ほ か ， 多 様 な 人 材 の 確 保 と 活 用  



Ⅳ  人 材 育 成 方 針  

 

環 境 の 変 化 や ， 多 様 化 す る 市 民 ニ ー ズ に 的 確 に 対 応 し て い く た

め ， 職 員 の 一 層 の 資 質 及 び 能 力 の 向 上 が 求 め ら れ て い る 。  

ま た ， 職 員 の 大 量 退 職 に 伴 う 職 員 構 成 の 大 き な 変 化 を 見 据 え ， 次

世 代 を 担 う 人 材 や 実 務 に 精 通 し た 人 材 を 育 成 し ， 職 務 の ノ ウ ハ ウ を

確 実 に 継 承 す る こ と が 急 務 で あ る 。 さ ら に ， 市 民 と 行 政 が 協 働 し て

よ り よ い ま ち づ く り を 進 め る た め ， 説 明 責 任 と 対 話 を 通 し て 信 頼 を

得 る こ と が で き る 職 員 が 求 め ら れ て い る 。  

こ う し た 状 況 を 踏 ま え ， 柏 市 人 材 育 成 方 針 に 基 づ き ， 効 果 的 な

研 修 や 人 事 評 価 制 度 の 適 正 な 運 用 を 通 じ た 人 材 育 成 を 行 う 。  

 

施 策 項 目  

①  能 力 の 開 発  

ア  管 理 職 層 ， 中 間 層 ， 初 任 層 な ど の 各 層 で 求 め ら れ る 能

力 の 開 発 に 重 点 を 置 い た 実 践 的 な 階 層 別 研 修 の 実 施  

イ  目 的 ， 対 象 ， 内 容 を 限 定 し た 能 力 開 発 の た め の 特 別 研

修 の 実 施  

②  自 己 啓 発 の 支 援  

ア  夜 間 自 己 啓 発 研 修 等 の 実 施  

イ  先 進 自 治 体 等 へ の 派 遣 研 修 の 強 化  

③  専 門 研 修 の 分 権 化  

ア  部 局 特 有 の 知 識 ・ 技 術 の 習 得 の た め の 研 修 の 自 主 的 な

実 施  

イ  行 政 ニ ー ズ に き め 細 か く 対 応 で き る 専 門 性 の 高 い 能 力

を 習 得 す る た め ， 専 門 機 関 等 へ の 派 遣 研 修 の 強 化  

④  人 事 評 価 制 度 の 運 用  

ア  職 員 の 自 主 的 な 課 題 設 定 と 取 組  

イ  組 織 に よ る 適 正 な 課 題 設 定 ， Ｏ Ｊ Ｔ ， 人 事 評 価 の 実 施  

ウ  昇 格 ・ 昇 給 ・ 人 事 配 置 等 の 人 事 諸 制 度 と 連 動 し た 運 用  

 

 

 


